
のとちょう

2024. 5. 1
建設中の仮設住宅

臨時号

地震による被災者への支援､なりわい再建､
災害復旧､災害廃棄物処理などを盛り込んだ

令和６年度当初予算を可決

３月定例会議のあらまし

　災害復旧費を中心とした骨格的な予算として一般会計当初予算に218億２千万円
（前年比143.7％）を計上。令和５年度補正予算として２億7663万９千円を減額
して、令和５年度一般会計予算総額を178億886万２千円に。
　令和６年第１回能登町議会３月定例会議を３月19日から21日にかけて開会し、町長提出議案
37件が提出された。議案は令和６年度の当初予算のほか条例改正などであり、全議案を可決した。
　21日には議会提出議案として、能登町議会委員会条例の一部改正と被災者救済、地域復興のた
め迅速な対応を国に求める意見書を原案のとおり可決した。

議会だより

能登町令和６年能登半島地震復旧・復興連絡協議会を設置

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、

犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
深
く

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の

生
活
の
安
定
と
一
日
も
早
い
復
興
に

向
け
、
町
議
会
も
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

能
登
町
議
会

崩落した道路



❷❷

いっぱん質問

問
　

復
旧
、
復
興
に
は
復
興
住

宅
の
建
設
な
ど
、
被
災
者
に

寄
り
添
っ
た
支
援
が
重
要
で

あ
る
。
ま
た
、
地
域
の
絆
が

今
ま
で
以
上
に
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に

守
っ
て
い
く
の
か
。

問　被害状況と今後の見通しは

答　復旧・復興に全力を尽くす

問
　

町
全
体
の
被
害
状
況
、
復

旧
状
況
、
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

答　

住
民
課
長

　

公
費
解
体
の
受
付
を
開
始
、

災
害
ご
み
の
受
け
入
れ
を
町

内
３
か
所
で
行
っ
て
い
る
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
制

度
、
公
費
解
体
の
受
付
・
相

談
を
行
っ
て
い
る
。

問　
町
長
が
描
く
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
と
は

答　

地
域
の
活
力
を
戻
す
復
興
を

金
きんしち

七　祐
ゆうたろう

太郎　議員

3月定例会議の模様

答　
建
設
水
道
課
担
当
課
長

　

３
月
末
ま
で
に
は
、
９
割

の
断
水
解
除
の
見
通
し
で
あ

る
。

答　

町
長

　

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

を
進
め
て
い
く
中
で
、
地
域

答　

建
設
水
道
課
長

　

２
７
０
路
線
で
被
害
を
確

認
し
て
い
る
。
順
次
、
早
期

復
旧
を
目
指
す
。
仮
設
住
宅

に
つ
い
て
は
、
６
１
３
世
帯

の
申
し
込
み
が
あ
り
、
整
備

を
進
め
て
い
る
。

答　

税
務
課
長

　

３
月
19
日
現
在
、
１
万
１

０
３
５
棟
の
家
屋
被
害
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。

答　

総
務
課
長

　

義
援
金
の
配
分
は
、
今
後
、

設
置
す
る
町
災
害
義
援
金
配

分
委
員
会
に
て
基
準
を
決
定

す
る
。
全
町
民
に
５
万
円
を

配
布
す
る
特
別
給
付
金
の
受

付
を
行
っ
て
い
る
。

答　

町
長

　

仮
設
住
宅
の
建
設
に
よ
り
、

避
難
生
活
の
早
期
解
消
を
目

指
し
て
い
る
。
恒
久
的
仮
設

住
宅
に
つ
い
て
は
、
地
権
者

の
土
地
の
提
供
が
あ
れ
ば
、

復
興
の
う
え
で
有
効
で
あ
る
。

答　

教
育
長

　

文
部
科
学
省
が
実
施
し
た

被
災
度
区
分
判
定
調
査
に
よ

り
、
補
修
復
旧
を
実
施
す
る
。

能
登
町
立
小
中
学
校
適
正
規

模
・
適
正
配
置
に
関
す
る
基

本
方
針
及
び
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
計
画
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
質
問

　

な
り
わ
い
事
業
支
援
に
つ

い
て
、
き
め
細
か
い
町
独
自

の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

答　

町
長

　

国
や
県
の
補
助
制
度
等
へ

の
側
面
的
支
援
に
努
め
て
い

る
。
今
後
は
、
各
機
関
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
最
大

限
に
対
応
し
た
い
。

　

奥
能
登
全
域
で
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
今
こ
そ
、
奥

能
登
の
２
市
２
町
に
よ
る
更

な
る
連
携
を
望
む

答　

町
長

　

現
在
、
常
備
消
防
や
空
港

の
利
用
促
進
、
広
域
観
光
な

ど
効
率
的
な
行
政
運
営
が
な

さ
れ
て
い
る
。
早
期
の
復
旧

復
興
に
向
け
て
今
ま
で
以
上

に
連
携
し
、
奥
能
登
の
医
療

体
制
も
含
め
、
考
え
て
い
き

た
い
。

の
方
が
ど
の
よ
う
な
支
援
を

望
ん
で
い
る
か
、
聞
き
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　

３
月
定
例
会
議
は
、
金
七
議
員
が
代
表
し
て
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て
、
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

３
月
定
例
会
議
の

議
案
質
疑

問 

𠮷
田
義
法　

議
員

　

能
都
中
学
校
校
舎
の
早

期
修
繕
と
、
全
中
学
校
を

統
合
し
教
育
環
境
の
充
実

を
図
れ
な
い
か
。

問 

田
端
雄
市　

議
員

　

被
災
者
生
活
再
建
支
援

シ
ス
テ
ム
の
内
容
は
。

問 

馬
場　

等　

議
員

　

当
初
予
算
２
１
８
億
円

の
う
ち
災
害
対
策
に
関
す

る
予
算
は
ど
れ
く
ら
い
か

問 

南　

正
晴　

議
員

　

農
林
産
物
加
工
施
設
が

行
政
財
産
か
ら
普
通
財
産

へ
改
定
し
た
経
緯
は

問 

市
濱　

等　

議
員

　

今
回
の
地
震
で
の
固
定

資
産
税
の
減
免
と
消
滅
と

は
。議

会
の
詳
し
い
模
様
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

能登町議会へ
ようこそ



①
民
間
事
業
所
を
含
む
能
登

町
の
介
護
従
事
者
の
状
況
と

支
援
事
業
の
成
果
は

②
第
２
次
能
登
町
食
育
推
進

計
画
の
進
捗
状
況
と
成
果
は

12
月
定
例
会
議
に
お
け

る
議
員
の
一
般
質
問
事
項

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
番

小お
う
ら浦

肇は
じ
め

議
員

①
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
と
「
自

然
災
害
伝
承
碑
」
に
つ
い
て

②
能
登
町
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て

③
保
育
完
全
無
償
化
に
つ
い
て

４
番

馬ば

ば場

等ひ
と
し　

議
員

①
合
葬
墓
の
早
期
建
設
は
考

え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ

が
、
再
考
の
余
地
は
な
い
か

11
番

河か
わ
だ田

信の
ぶ
あ
き彰　

議
員

②
有
能
な
人
材
確
保
、
人
材

育
成
に
つ
い
て
、
ど
う
感
じ

て
い
る
か

①
ふ
れ
あ
い
公
社
に
対
す
る

町
の
責
任
は

②
指
定
管
理
者
の
負
担
軽
減
を

③
指
定
管
理
施
設
の
方
向
性

を
明
確
に

④
指
定
管
理
施
設
の
利
用
率

向
上
策
を

２
番

𠮷よ
し
だ田

義よ
し
の
り法　

議
員

①
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て

②
ひ
ま
わ
り
カ
ー
ド
推
進
事

業
に
つ
い
て

③
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
事
業
に
つ

い
て

④
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
窓

口
設
置
を
求
め
る

⑤
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

⑥
志
賀
町
入
札
事
件
に
つ
い

て ５
番

田た
ば
た端

雄ゆ
う
い
ち市　

議
員

①
能
登
三
郷
斎
場
使
用
に
つ

い
て

10
番

酒さ
け
も
と元

法の
り
こ子　

議
員

①
令
和
６
年
度
予
算
編
成
に

つ
い
て

②
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画

税
に
つ
い
て

８
番

市い
ち
は
ま濱

等ひ
と
し　

議
員

①
政
治
倫
理
に
つ
い
て

13
番

志し
こ
う幸

松し
ょ
う
え
い栄　

議
員

①
県
出
先
機
関
と
の
連
絡
会

議
の
開
催
を
す
べ
き
で
は

②
町
政
懸
案
事
項
の
県
庁
要

望
活
動

③
イ
カ
キ
ン
グ
設
置
か
ら
今

日
ま
で
の
経
済
効
果
を
示
せ

12
番

向む
こ
う
と
う
げ峠

茂た
か
と人　

議
員

❸❸ 2024.5 のとちょう議会だより 臨時号2024.5 のとちょう議会だより 臨時号

電力･ガス･食料品等価格高騰による事業者
支援、低所得世帯支援給付金などを補正

12月定例会議のあらまし

　補正予算とし、事業者に対して、電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金を活用した支
援事業、住民税非課税世帯に対して１世帯あたり７万円を給付する低所得世帯支援給付金のほか、将
来の公債費負担を軽減するために、減債基金を活用した繰上償還金などを補正した。

　令和５年第６回能登町議会12月定例会議を12月６日から15日にかけて開会し、町長提出議案件19件、諮問
２件が提出された。議案は令和５年度の補正予算のほか条例改正や公の指定管理者の指定などであり、議案は各
常任委員会によりそれぞれ審査し、全議案を可決及び適任とした。
　13日には９人の議員が町政全般について一般質問を行った。
　15日には議会提出議案として意見書１件を提出し、原案を可決した。

一般会計補正予算に７億7665万７千円を追加して、
令和５年度一般会計予算総額を164億3750万１千円に。

議会提出議案
○学校給食の無償化制度の構築を求める意見書

○人権擁護委員候補者の推薦
　　　舘　博之　氏（瑞穂）　　川口　裕子　氏（宇出津山分）



流山市議会議長から町への義援金を受け取る金七議長

❹❹

10
月
５
日　

静
岡
県
清
水
町
議
会
行
政
視
察
受
け
入
れ

10
月
6
日　

奥
能
登
市
町
議
会
議
長
連
絡
協
議
会
議
員
研
修
会

10
月
10
日　

能
登
町
議
会
議
員
な
り
手
不
足
解
消
調
査
特
別
委
員
会
視
察
研
修

　
　
　
　
　
（
長
野
県
・
11
日
ま
で
）

10
月
18
日　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

10
月
30
日　

県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会
・
県
内
行
政
視
察
（
〜
31
日
）

11
月
１
日　

長
野
県
信
濃
町
議
会
行
政
視
察
受
け
入
れ

11
月
２
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
能
登
町
議
会
議
員
な
り
手
不
足
解
消
調
査

　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

11
月
15
日　

奥
能
登
市
町
議
会
議
長
連
絡
協
議
会
定
期
総
会
・
意
見
交
換
会

11
月
22
日　

宮
崎
県
小
林
市
民
ま
つ
り
表
敬
訪
問
（
〜
25
日
ま
で
）

11
月
27
日　

議
会
運
営
委
員
会

11
月
28
日　

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
・
能
登
地
区
町
議
会
連
絡
会
研
修
会
（
〜
30
日
）

12
月
１
日　

全
員
協
議
会
・
能
登
町
議
会
議
員
な
り
手
不
足
解
消
調
査

　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

12
月
６
日　

第
６
回
能
登
町
議
会
12
月
定
例
会
議
（
議
案
上
程
）・

　
　
　
　
　

意
見
交
換
会
（
能
登
町
町
会
区
長
会
連
合
会
・
能
登
町
消
防
団
）

12
月
７
日　

各
常
任
委
員
会

12
月
13
日　

第
６
回
能
登
町
議
会
12
月
定
例
会
議
（
一
般
質
問
）

12
月
15
日　

第
６
回
能
登
町
議
会
12
月
定
例
会
議
（
採
決
）

♦　

♦　

♦

１
月
17
日　

議
員
全
員
協
議
会

２
月
15
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
議
員
全
員
協
議
会

２
月
16
日　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

２
月
18
日　

奥
能
登
市
町
議
会
議
長
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　

緊
急
要
望
活
動
（
〜
20
日
・
東
京
都
）

３
月
８
日　

議
会
運
営
委
員
会

３
月
18
日　

全
員
協
議
会

３
月
19
日　

第
１
回
能
登
町
議
会
３
月
定
例
会
議
（
議
案
上
程
）

３
月
21
日　

第
１
回
能
登
町
議
会
３
月
定
例
会
議
（
一
般
質
問
・
採
決
）

３
月
29
日　

石
川
県
町
村
議
会
議
長
会
議
長
協
議
会
・
石
川
県
市
町
議
会
議
員
公
務
災
害

補
償
等
組
合
議
会
定
例
会
（
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
金
沢
）

10
月
か
ら
３
月
の
主
な
議
会
活
動

発行：能登町議会　編集：能登町議会広報編集特別委員会
〒927-0492 石川県鳳珠郡能登町字宇出津ト字50番地１　
ＴＥＬ（0768）62-8540　ＦＡＸ（0768）62-8541

　
　

能
登
半
島
地
震
か
ら
4
カ
月

が
経
ち
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ラ
の

復
旧
も
ま
だ
完
全
で
は
な
く
、

町
並
み
も
ほ
と
ん
ど
被
災
し
た

時
の
ま
ま
で
す
。
私
た
ち
は
現

実
を
し
っ
か
り
を
受
け
止
め
る

こ
と
で
し
か
、
先
へ
は
進
め
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
一
緒
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
の
発
行
が

遅
れ
た
こ
と
を
心
よ
り
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
「
議

会
だ
よ
り
」
は
臨
時
号
と
な
り

ま
し
た
が
、
次
回
か
ら
は
、
議

会
の
一
方
的
な
発
信
ば
か
り
で

は
な
く
、
皆
さ
ん
の
意
見
や
提

案
な
ど
も
取
り
入
れ
、
よ
り
身

近
な
「
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指

し
ま
す
。

 

（
委
員
長　

馬
場　

等
）
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員
会
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馬
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等

 

副
委
員
長　

小
浦　
　

肇

 

委　
　

員　

𠮷
田　

義
法

 　
　
　
　
　

田
端　

雄
市

　
　
　
　

 　

南　
　

正
晴

 　
　
　
　
　

小
路　

政
敏

 　
　
　
　
　
　

次の定例会議は６月６日開会予定です。
　議会の日程については、決定しだい町のホームページ、および有線テレビでお知らせしています。

奥能登市町議会議長連絡協議会での要望活動

　

小
林
市
・
信
濃
町
な
ど
の
姉
妹

都
市
や
そ
の
他
、
多
く
の
皆
様
か

ら
心
温
ま
る
義
援
金
や
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
町
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。


